
【
資
料
紹
介
】

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
３ 

（
明
治
三
十
九
年
）

 

渡
部
寛
一
郎
文
書
研
究
会

 

（
要
木
純
一
・
竹
永
三
男
・
板
垣
貴
志
・
内
田
融
・
大
國
由
美
子
・
大
原
俊
二
・
居
石
由
樹
子
・

小
林
啓
治
・
小
林
奈
緒
子
・
杉
谷
直
哉
・
原
洋
二
・
本
井
優
太
郎
・
森
安
章
） 　

　
　
　
　
　

摘　
　

要

渡
部
寛
一
郎
文
書
は
、
渡
部
寛
一
郎
日
記
、
剪
淞
吟
社
に
結
集
す
る
人
々
の
漢
詩
と
関
連
文
書
、
若
槻
礼
次
郎
ほ
か
の
渡
部
寛
一
郎
宛
書
簡
、
私
立
中
学

校
修
道
館
な
ど
渡
部
寛
一
郎
が
関
わ
っ
た
教
育
関
係
文
書
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
中
国
文
学
・
歴
史
学
な
ど
の
学
際
的
研
究
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
諸
文

書
を
解
読
・
分
析
し
、
近
代
日
本
の
漢
詩
文
学
と
政
治
文
化
の
関
連
を
山
陰
地
域
に
即
し
て
実
証
的
に
追
究
す
る
こ
と
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
め
ざ
す
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
回
は
、
渡
部
寛
一
郎
日
記
第
三
冊
（
明
治
三
十
九
年
、
メ
モ
の
部
分
に
四
十
年
、
四
十
二
年
の
記
事
あ
り
）
の
手
帳
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
渡

部
寛
一
郎
が
、
主
に
教
育
関
係
で
、
東
京
・
東
北
・
松
江
で
活
動
す
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
渡
部
寛
一
郎　

近
代　

政
治　

教
育　

漢
詩

〔
解
説
〕

　
「
渡
部
寛
一
郎
日
記
」（
以
下
「
日
記
」
と
略
。
松
江
市
新
雑
賀
町
・
原

洋
二
氏
所
蔵
「
渡
部
寛
一
郎
文
書
」）
の
中
、
今
回
翻
刻
す
る
部
分
に
は
、

（
Ａ
）
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
三
月
一
日
〜
七
月
一
日
の
在
松
中
の
記
事
、

（
Ｂ
）
九
月
一
五
日
〜
一
〇
月
六
日
の
名
古
屋
・
東
京
・
仙
台
行
き
の
記
事
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
中
、（
Ａ
）
に
は
、
松
平
直
亮
伯
爵
の
病
気
軽
快
を
歓
び
、
祝
電
や
見
舞

い
品
（
蒲
鉾
一
〇
本
）
を
送
る
な
ど
（
三
月
三
日
、
五
日
、
二
一
日
）、
同
伯
爵
と

の
親
密
な
関
係
を
示
す
記
事
が
断
続
的
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
斐
伊
・
三
刀

屋
の
両
高
等
小
学
校
の
参
観
（
三
月
一
〇
日
）、
島
根
県
私
立
教
育
会
総
会
（
五
月

二
六
日
・
二
七
日
）
等
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
山
陰
新
聞
」
に

よ
れ
ば
、
渡
部
寛
一
郎
は
、
五
月
二
六
日
に
島
根
県
師
範
学
校
講
堂
で
開
催
さ
れ

た
島
根
県
私
立
教
育
会
総
集
会
で
、
評
議
員
に
選
出
さ
れ
て
い
た
（「
山
陰
新
聞
」

一
九
〇
六
年
五
月
二
八
日
）。

九
九

山
陰
研
究
（
第
十
三
号
）
二
〇
二
〇
年
十
二
月
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一
方
、（
Ｂ
）
に
は
、
九
月
一
五
日
に
松
江
を
出
発
し
、
境
か
ら
日
本
郵
船
・
熊

本
丸
で
敦
賀
に
至
り
、
名
古
屋
経
由
で
（
同
地
で
高
等
工
業
学
校
・
県
立
工
業
学

校
・
第
一
中
学
校
・
明
倫
中
学
校
・
博
物
館
参
観
）
東
京
に
出
か
け
た
後
、
さ
ら

に
仙
台
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
旅
行
で
渡
部
寛
一

郎
は
、
東
京
到
着
の
翌
二
〇
日
に
松
平
直
亮
伯
爵
を
訪
問
し
、
二
一
日
に
は
松
永

武
吉
島
根
県
知
事
を
訪
ね
た
後
、
文
部
省
に
出
向
い
て
「
木
邨
浅
井
両
氏
ニ
面

会
」
し
て
い
る
。『
明
治
三
十
九
年　

職
員
録
（
甲
）』（
印
刷
局
）
に
よ
れ
ば
、
文

部
省
専
門
学
務
局
の
属
に
木
村
峰
之
助
、
図
書
審
査
官
に
浅
井
郁
太
郎
が
い
る
。

木
村
峰
之
助
は
「
渡
部
寛
一
郎
日
記
」
明
治
三
一
年
九
月
三
〇
日
、
明
治
三
二

年
七
月
一
〇
日
に
も
登
場
す
る
（
渡
部
寛
一
郎
文
書
研
究
会
二
〇
一
八
、
大
國
由

美
子
二
〇
一
八
・
二
〇
一
九
参
照
）。
ま
た
、
石
川
県
士
族
で
帝
国
大
学
・
同
大

学
院
で
地
質
学
を
専
攻
し
た
と
い
う
経
歴
を
も
つ
浅
井
は
、
一
八
九
二
年
か
ら

一
八
九
六
年
ま
で
島
根
県
第
一
尋
常
中
学
校
長
を
務
め
て
い
た
の
で
（『
松
江
北

高
等
学
校
百
年
史
』
一
九
七
六
年
、
大
國
由
美
子
二
〇
一
八
）、
そ
の
縁
か
ら
文

部
省
で
の
用
務
に
際
し
て
頼
り
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

渡
部
寛
一
郎
は
、
東
京
で
の
用
務
の
後
、
九
月
二
五
日
〜
二
七
日
、
仙
台
に
足

を
伸
ば
し
て
松
島
を
巡
覧
し
て
い
る
。
手
帳
の
メ
モ
書
き
用
の
部
分
に
は
、
松
島

を
詠
ん
だ
漢
詩
等
の
メ
モ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
翌
四
十
年
に
は
、
鳥
取
東
郷
温
泉

に
宿
泊
し
た
際
の
漢
詩
、
ま
た
、
三
年
後
の
明
治
四
十
二
年
に
松
島
を
再
訪
し
た

際
の
碑
文
等
の
写
し
も
載
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
三
十
九
年
の
手
帳

に
、
後
の
年
の
記
事
や
詩
を
載
せ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
寛
一
郎
の
漢
詩
人
と
し

て
の
一
斑
を
う
か
が
え
る
も
の
と
し
て
、
附
録
し
た
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

今
回
翻
刻
し
た
日
記
に
関
す
る
解
説
は
以
上
に
と
ど
め
、
こ
こ
で
、「
渡
部
寛

一
郎
日
記
」
の
全
体
を
紹
介
し
て
お
く
。

　

原
洋
二
氏
所
蔵
の
「
渡
部
寛

一
郎
文
書
」
は
、
渡
部
寛
一
郎

文
書
研
究
会
に
よ
っ
て
整
理
さ

れ
、
順
次
目
録
作
成
・
撮
影
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第

1
函
に
は
渡
部
寛
一
郎
の
自
筆

日
記
二
十
一
点
が
収
め
ら
れ
て

い
る
（【
表
1
】）。
こ
の
う
ち
、
十
一
点
は
手
帳
（
市
販
九
点
、
第
一
銀
行
製
・
榛

原
製
各
一
点
）、
一
〇
点
は
罫
紙
を
紐
綴
じ
し
て
表
紙
を
付
し
た
縦
帳
（
簿
冊
形

式
）
の
も
の
で
あ
る
（【
写
真
1
】）。
市
販
の
手
帳
等
に
記
し
た
日
記
の
主
要
記
事

は
、
島
根
県
内
（
大
原
郡
木
次
町
ほ
か
）、
東
京
や
朝
鮮
等
へ
の
旅
行
記
録
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
に
携
帯
し
て
、
日
々
の
行
動
・
見
聞
を
書
き
留
め
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
罫
紙
・
紐
綴
じ
の
簿
冊
体
裁
の
日
記
は
、
日
日
の
記

事
を
順
次
書
き
綴
っ
た
も
の
で
、
教
育
家
、
漢
詩
人
、
憲
政
会
所
属
の
政
治
家
（
克

堂
会
長
・
県
会
議
員
）
で
あ
る
渡
部
寛
一
郎
の
活
動
を
精
確
に
解
明
す
る
こ
と
の

で
き
る
第
一
級
の
史
料
で
あ
る
。

　

渡
部
寛
一
郎
文
書
研
究
会
は
、
引
き
続
き
、
こ
の
「
渡
部
寛
一
郎
日
記
」
の
翻

刻
・
公
開
を
継
続
し
、
近
代
の
漢
詩
文
化
と
地
方
政
治
状
況
の
研
究
の
た
め
の
史

料
を
提
供
し
て
い
く
。

〔
参
考
文
献
〕

大
國
由
美
子　

二
〇
一
八
「
渡
部
寛
一
郎
日
記
2
（
明
治
三
十
一
年
部
分
）
注
釈
」『
山
陰

研
究
』
11

大
國
由
美
子　

二
〇
一
九
「
渡
部
寛
一
郎
日
記
2
（
明
治
三
十
二
年
部
分 

他
）
注
釈
・
人

名
索
引
」『
山
陰
研
究
』
12

【写真 1】 「大正十二年癸
亥一月起同年末畢　日誌」

一
〇
〇

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
３ 

（
明
治
三
十
九
年
）（
渡
部
寛
一
郎
文
書
研
究
会
）
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【
表
1
】　
「
渡
部
寛
一
郎
日
記
」
目
録
 （
松
江
市
新
雑
賀
町
・
原
洋
二
氏
所
蔵
「
渡
部
寛
一
郎
文
書
」
第
1
函
）

目
録
番
号

表
題

記
事
記
載
期
間

備
考（
縦
横
サ
イ
ズ
）

1
－

1
18

97
年（

明
治

30
）
2
月

2
日

～
同

年
4
月

1
日

縦
書

・
市

販
自

由
記

述
手

帳（
74

m
m
×

11
2m

m
）

1
－

2
18

98
年（

明
治

31
）
9
月

9
日

～
同

年
10

月
8
日

18
99

年（
明

治
32

）
6
月

15
日

～
同

年
7
月

16
日

白
紙

。
市

販
自

由
記

述
手

帳（
77

m
m
×

11
4m

m
）

1
－

3
19

06
年（

明
治

39
）
3
月

1
日

～
同

年
10

月
6
日

第
一

銀
行

ポ
ケ

ッ
ト

日
記（

14
0m

m
×

90
m
m
）

1
－

4
19

16
年（

大
正

5
年

）
6
月

2
日

～
同

年
7
月

20
日

　
同

年
　

　
　

　
　

 1
0月

19
日

～
同

年
10

月
24

日
縦

書
・

市
販

自
由

記
述

手
帳（

12
7m

m
×

76
m
m
）

「
京

城
見

聞
記

」（
朝

鮮
旅

行
）、

木
次

旅
行

1
－

5
大

正
六

年
十

二
月

起
　

日
誌

19
17

年（
大

正
6
）1

2月
1
日

～
19

20
年（

大
正

9
）
1
月

1
日

縦
書

罫
紙

・
紐

綴
縦

帳（
23

8m
m
×

17
3m

m
）

1
－

6
大

正
九

年
三

月
起

同
十

年
末

ニ
至

ル
　

日
誌

19
20

年（
大

正
9
）
3
月

1
日

～
19

21
年（

大
正

10
）1

2月
31

日
縦

書
罫

紙
・

紐
綴

縦
帳（

24
6m

m
×

17
0m

m
）

1
－

7
大

正
十

一
年

壬
戌

一
月

起
同

年
末

畢
　

日
誌

19
22

年（
大

正
11

）
1
月

1
日

～
同

年
12

月
31

日
縦

書
罫

紙
・

紐
綴

縦
帳（

24
2m

m
×

16
7m

m
）

1
－

8
大

正
十

二
年

癸
亥

一
月

起
同

年
末

畢
　

日
誌

19
23

年（
大

正
12

）
1
月

1
日

～
同

年
12

月
31

日
縦

書
罫

紙
・

紐
綴

縦
帳（

24
6m

m
×

17
0m

m
）

1
－

9
大

正
十

三
年

甲
子

一
月

起
至

十
二

月
畢

　
日

誌
19

24
年（

大
正

13
）
1
月

1
日

～
同

年
12

月
31

日
縦

書
罫

紙
・

紐
綴

縦
帳（

24
8m

m
×

17
2m

m
）

1
－

10
大

正
十

四
年

乙
丑

一
月

起
至

十
二

月
畢

　
日

誌
19

25
年（

大
正

14
）
1
月

1
日

～
同

年
12

月
31

日
縦

書
罫

紙
・

紐
綴

縦
帳（

25
0m

m
×

17
3m

m
）

1
－

11
大

正
十

五
年

丙
寅

一
月

起
昭

和
三

年
戊

辰
十

二
月

畢
　

日
誌

19
26

年（
大

正
15

）
1
月

1
日

～
19

28
年（

昭
和

3
）1

2月
31

日
縦

書
罫

紙
・

紐
綴

縦
帳（

25
4m

m
×

17
5m

m
）

1
－

12
昭

和
四

年
己

巳
一

月
起

同
十

二
月

畢
　

日
誌

19
29

年（
昭

和
4
）
1
月

1
日

～
19

29
年（

昭
和

4
）1

2月
31

日
縦

書
罫

紙
・

紐
綴

縦
帳（

25
0m

m
×

17
4m

m
）

1
－

13
昭

和
五

年
庚

午
一

月
起

同
七

年
十

二
月

畢
　

日
記

19
30

年（
昭

和
5
）
1
月

1
日

～
19

32
年（

昭
和

7
）1

2月
31

日
縦

書
罫

紙
・

紐
綴

縦
帳（

25
4m

m
×

17
5m

m
）

1
－

14
昭

和
八

年
癸

酉
一

月
起

　
日

記
19

33
年（

昭
和

8
）
1
月

1
日

～
19

37
年（

昭
和

12
）
6
月

14
日

縦
書

罫
紙

・
紐

綴
縦

帳（
25

5m
m
×

17
5m

m
）

1
－

15
N
O
T
E　

BO
O
K
　

出
遊

日
記

19
29

年（
昭

和
4
）
4
月

10
日

～
19

31
年（

昭
和

6
）
1
月

10
日

縦
書

罫
紙

・
市

販
手

帳（
13

2m
m
×

80
m
m
）

1
－

16
備

忘
録

19
31

年（
昭

和
6
）
1
月

11
日

～
19

36
年（

昭
和

11
）1

0月
7
日

縦
書

罫
紙

・
市

販
手

帳（
15

4m
m
×

90
m
m
）

1
－

17
（

表
紙

欠
）

19
17

年（
大

正
6
）
3
月

19
日

～
同

年
5
月

4
日

横
書

罫
紙

・
自

由
記

述
手

帳（
15

2m
m
×

64
m
m
）

日
本

橋
・

榛
原（

直
次

郎
）製

1
－

18
大

正
十

五
年

六
月

起（
出

遊
日

記
）

19
26

年（
大

正
15

）
6
月

4
日

～
19

29
年（

昭
和

4
）
3
月

10
日

縦
書

罫
紙

・
市

販
自

由
記

述
手

帳（
12

6m
m
×

72
m
m
）

1
－

19
（

ス
ケ

ッ
チ

・
備

忘
録

）
年

月
不

詳
　

2
日

～
11

日
／

風
景

ス
ケ

ッ
チ

9
点

方
眼

紙
・

市
販

手
帳（

12
0m

m
×

85
m
m
）

1
－

20
N
O
T
E　

BO
O
K（

軍
関

係
記

事
）

年
月

不
詳

　
3
日

／
1
日

～
8
日

　
九

州
旅

行
記

事
方

眼
紙

・
市

販
手

帳（
10

0m
m
×

15
5m

m
）

1
－

21
N
O
T
E　

BO
O
K（

住
所

録
、

ス
ケ

ッ
チ

）
不

詳
方

眼
紙

・
市

販
手

帳（
15

2m
m
×

10
8m

m
）

一
〇
一

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
３ 

（
明
治
三
十
九
年
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渡
部
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渡
部
寛
一
郎
文
書
研
究
会　

二
〇
一
八
「
渡
部
寛
一
郎
日
記
2
（
明
治
三
十
一
年
・

三
十
二
年
）」『
山
陰
研
究
』
11

 

（
竹
永
三
男
）

〔
凡
例
〕

一
、
本
号
で
は
、「
渡
部
寛
一
郎
関
係
文
書
」（
松
江
市
新
雑
賀
町
・
原
洋
二
氏
所

蔵
）
か
ら
、
渡
部
寛
一
郎
日
記
第
三
冊
を
翻
刻
し
た
。
既
製
の
日
付
入
り
手
帳

の
各
日
付
に
、
明
治
三
十
九
年
の
記
事
を
載
せ
る
が
、
未
記
入
の
部
分
も
多
い
。

さ
ら
に
、
自
由
記
述
メ
モ
用
の
部
分
に
も
記
載
が
あ
り
、
殆
ど
は
三
十
九
年
の

も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
四
十
年
、
四
十
二
年
の
後
補
も
あ
る
。
他
に
会
計
、

住
所
録
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
翻
刻
し
た
。
裏
表
紙
裏
の
、
意
味
不
明
の
書
き
か

け
等
も
翻
刻
し
て
い
る
。

一
、
原
本
は
、
第
一
銀
行
製
、
臙
脂
色
革
表
紙
、
縦
長
の
日
付
入
り
手
帳
で
あ
る
。

横
約
九
・
〇
セ
ン
チ
、
縦
約
一
四
・
〇
セ
ン
チ
、
日
記
欄
は
、
一
頁
縦
書
き
二
×

二
の
四
コ
マ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
マ
に
日
付
、
曜
日
、
行
事
が
記
さ
れ
（
こ
れ

ら
は
太
字
で
示
し
た
）、
細
字
で
三
、 

四
行
程
度
の
空
欄
と
な
っ
て
い
る
。

一
、
読
み
や
す
い
よ
う
句
読
点
を
附
し
た
。
句
読
点
の
付
け
方
に
は
統
一
的
な
基

準
は
な
い
。
原
文
に
ま
れ
に
句
読
点
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
本
稿

の
も
の
と
は
一
致
し
な
い
。

一
、
合
体
字
は
カ
タ
カ
ナ
書
き
と
し
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
体
を
用
い
た
。

一
、
不
明
文
字
・
判
読
不
能
文
字
は
、
字
数
に
従
い
、
□
□
と
す
る
。
字
数
が
不

明
な
場
合
は
、﹇　

﹈
を
用
い
た
。

一
、
本
文
は
、
削
除
や
後
補
が
錯
綜
し
て
い
る
が
、
後
補
し
た
も
の
を
含
め
て
翻

字
し
、 

削
除
や
訂
正
は
、 

必
要
と
判
断
し
た
も
の
の
み
、 

削
除
記
号
を
付
し
て
、

訂
正
前
を
示
し
た
り
、
注
記
を
し
た
り
し
た
。

一
、
適
宜
【　

】
ま
た
は
＊
を
付
し
て
注
記
を
補
っ
た
。

一
、
原
文
の
改
行
は
、
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合
以
外
は
追
い
込
み
と
し
た
。
逆

に
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
改
行
し
た
部
分
も
あ
る
。

一
、
本
文
の
文
字
サ
イ
ズ
は
同
一
と
し
た
。
小
字
注
は
（　

）
を
加
え
て
示
し
た
。

特
に
メ
モ
の
部
分
は
、
内
容
を
捕
捉
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
縦
書
き
・
横

書
き
・
見
せ
消
ち
・
文
字
の
大
小
・
改
行
・
空
白
な
ど
、
必
ず
し
も
原
文
の
体

裁
の
通
り
で
は
な
い
。

一
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
で
削
除
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。【　

】
内
に

削
除
の
旨
だ
け
示
し
た
。

〔
本
文
〕

一
月
一
日
〜
二
月
二
十
八
日　
【
無
記
入
】

三
月

一
日　

木
曜

道
中
疲
労
ト
感
冒
之
気
味
ニ
テ
、
午
前
中
在
宅
保
養
。
午
後
出
勤
。
帰
途
米
田
、

桑
原
、
宅
和
三
人
ヲ
臨
水
亭
ニ
勧
誘
、
晩
餐
ヲ
共
ニ
シ
タ
リ
。

二
日　

金
曜

午
前
ヨ
リ
出
勤
。
午
后
県
庁
出
頭
。
帰
松
ノ
披
露
ヲ
為
シ
、
且
再
任
ノ
藤
本
事
務

官
ニ
面
会
セ
リ
。

三
日　

土
曜

雨
雪
交
下
。
春
寒
料
【
も
と
山
偏
に
斗
の
字
に
誤
る
】
峭
タ
リ
。
此
日
、
松
平
伯
、

日
々
軽
快
ノ
吉
報
ニ
接
シ
、
足
羽
ト
安
藤
諸
賀
両
医
士
宛
、
祝
電
ヲ
発
シ
タ
リ
。

一
〇
二

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
３ 

（
明
治
三
十
九
年
）（
渡
部
寛
一
郎
文
書
研
究
会
）
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四
日　

日
曜　

晴
天

井
川
、
堀
尾
二
氏
来
訪
。
安
藤
女
先
生
来
訪
。
東
京
平
情
ヲ
物
語
候
。
丸
生
退
舎

申
来
。
学
資
雑
費
残
、
代
人
へ
相
渡
候
。

五
日　

月
曜　

午
前
晴　

后
雨

松
平
伯
軽
快
御
（
見
舞
）
歓
ノ
為
、
蒲
鉾
十
本
、
小
包
ニ
テ
差
出
候
。
此
日
東
京

矢
田
、
同
北
辰
館
主
人
宛
、
在
沼
津
足
羽
、
在
広
吉
邨
四
氏
へ
郵
書
差
出
候
。

六
日　

火
曜　

風
雪

大
黒
、
久
米
沢
、
二
氏
へ
精
算
報
告
。
芳
子
ト
持
田
氏
葉
書
差
出
ス
。
石
橋
へ
近
々

出
張
之
旨
葉
書
差
出
ス
。

七
日　

水
曜　

無
風
降
雪

松
江
午
後
四
時
半
発
ニ
テ
出
張
。
宍
道
ニ
投
宿
。

八
日　

木
曜

大
原
郡
南
加
茂
渡
部
氏
ニ
至
リ
、
吉
太
郎
氏
葬
儀
ヲ
勤
メ
、
遂
ニ
一
泊
。

九
日　

金
曜　
（
旧
二
月
十
五
日
）　

晴

渡
部
氏
引
続
法
会
（
七
七
）
執
行
ニ
付
相
勤
、
午
後
出
発
。
木
次
石
橋
氏
方
ニ
投

宿
。
此
夜
、
卒
業
生
森
山
氏
来
訪
ス
。

十
日　

土
曜　

半
晴

午
前
斐
伊
高
等
小
学
校
参
觀
。
了
テ
、
三
刀
屋
町
ニ
至
リ
、
鍋
【
？
】
屋
ニ
投
宿
。

昼
飯
ヲ
喫
シ
、
後
三
刀
屋
高
等
小
学
校
参
觀
。
木
次
ニ
帰
ル
（
森
山　

鶴
島
）。

十
一
日　

日
曜　

朝
来
細
雨

午
前
石
橋
氏
同
伴
、
横
山
耐
雪
ヲ
日
登
出
張
所
ニ
訪
問
。
雅
談
時
ヲ
移
シ
、
昼
飯

ノ
饗
応
ヲ
受
ケ
、
午
後
出
発
。
大
東
町
ニ
至
リ
一
泊
。

十
二
日　

月
曜　

稍
晴

槙
原
氏
方
ニ
テ
朝
飯
ノ
饗
応
ヲ
請
ケ
、
了
テ
、
大
東
高
等
視
察
。
帰
途
、
海
潮
高

等
視
察
シ
テ
、
帰
松
。
登
館
後
、
四
時
過
ナ
リ
キ
。

十
三
日　

火
曜　
【
無
記
入
】

十
四
日　

水
曜

矢
田
千
代
へ
書
状
差
出
シ
タ
リ
。　　

　
　
　
　
　

十
五
日　

木
曜　

強
風
晴
【
一
部
記
事
削
除
】

松
平
伯
容
体
報
告
会
ニ
臨
ム
。

十
六
日　

金
曜　

晴
【
全
記
事
削
除
】

十
七
日　

土
曜　

晴
風
ア
リ

佐
藤
喜
八
郎
氏
訪
問
。
午
後
竹
原
県
会
議
長
ヲ
一
文
字
屋
ニ
訪
フ
。
教
員
ノ
委
嘱

ア
リ
。
黒
井
、
安
藤
女
ヲ
其
学
校
ニ
訪
ヒ
、
対
談
ヲ
為
シ
タ
リ
（
安
藤
女
先
生
来

訪
）。

十
八
日　

日
曜　

快
晴

午
前
在
宿
、
后
土
肥
、
松
浦
、
高
橋
、
二
丁
め
渡
部
、
桑
原
ヲ
訪
問
。
餘
【
以
下

中
断
】

十
九
日　

月
曜　

晴　
【
無
記
入
】

二
十
日　

火
曜　

晴　

夕
陰
【
全
記
事
削
除
】

二
十
一
日　

水
曜　

春
季
皇
霊
祭　

　
　
　
　
　

朝
来
微
雨
、
沼
津
松
平
家
宛
軽
快
ノ
祝
電
ヲ
青
柳
ニ
托
ス
、
試
検
点
調
査
ノ
為
メ

出
勤
。
橘
量
氏
同
意
。
調
印
方
、
鈴
木
氏
へ
依
頼
ス
。

二
十
二
日　

木
曜　

陰　

余
寒

橘
量
氏
ニ
挨
拶
書
ヲ
出
ス
。

三
月
二
十
三
日
〜
五
月
一
日　
【
無
記
入
】

五
月

二
日　

水
曜

善
継
七
回
忌
法
事
営
ム
。

主
人
用
雑
費
＝0.060
厘　

　
　
　

主
人
用
雑

一
〇
三

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
３ 

（
明
治
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九
年
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一
郎
文
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研
究
会
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五
月
三
日
〜
二
十
三
日　
【
無
記
入
】

二
十
四
日　

木
曜

修
道
会
文
藝
部
開
会

二
十
五
日　

金
曜　
【
無
記
入
】

二
十
六
日　

土
曜

本
日
、
午
後
一
時
ヨ
リ
、
本
県
教
育
会
惣
会
開
催
ノ
筈
。

お
ま
き
事
本
日
出
発
上
京
。

二
十
七
日　

日
曜

○
本
県
教
育
惣
会
午
前
八
時
ヨ
リ

○
端
艇
競
争
会
開
催　

　

二
十
八
日　

月
曜

朝
、
着
京
電
報
来
ル
。

二
十
九
日　

火
曜　
【
無
記
入
】

三
十
日　

水
曜

商
業
学
校
六
週
年
記
念
会
へ
参
席
。

三
十
一
日　

木
曜
【
無
記
入
】

六
月

一
日　

金
曜　

晴
天

飯
島
国
之
助
ヨ
リ
筆
紙
代0,120

借
【
×
印
で
抹
消
】

二
日　

土
曜

飯
国
筆
紙
代
払
済

六
月
三
日
〜
十
四
日　
【
無
記
入
】

六
月
十
五
日　

金
曜

弘
道
会
松
江
支
会
協
議
会
ヲ
、
此
日
午
後
四
時
市
役
所
楼
上
ニ
テ
開

ク
筈
。

十
六
日　

土
曜　
【
無
記
入
】

十
七
日　

日
曜

此
日
弘
道
会
総
会
開
設
ノ
筈
。
但
正
午
ヨ
リ
修
道
館
ニ
於
テ
。

十
八
日　

月
曜

午
后
三
時
市
役
所
楼
ニ
テ
、
松
江
教
育
会
評
議
員
会
開
設
ノ
筈
。

十
九
日　

火
曜
【
無
記
入
】

二
十
日　

水
曜

○
永
野
武
二
郎
餞
別
ノ
為
、
臨
水
亭
ニ
テ
午
餐
ヲ
供
ス
。
山
本
市
氏
同
伴
ス
。

○
吉
邨
繁
夫
氏
帰
来
ス
。

二
十
一
日　

木
曜　
【
無
記
入
】

二
十
二
日　

金
曜　
【
無
記
入
】

二
十
三
日　

土
曜

尾
原
亮
吉
氏
亡
妻
埋
骨
式
参
席
。
了
テ
、
望
湖
楼
ニ
テ
同
氏
招
待
ニ
預
ル
。

二
十
四
日　

日
曜　
【
無
記
入
】

二
十
五
日　

月
曜　
【
無
記
入
】

二
十
六
日　

火
曜

尾
原
氏
ノ
為
メ
、
臨
水
亭
ニ
テ
晩
餐
会
ヲ
催
ス
。
武
次
郎
永
野
氏
出
発
。
英
国
行

ノ
途
ニ
上
ル
。

二
十
七
日　

水
曜　
【
無
記
入
】

二
十
八
日　

木
曜

○
吉
邨
婚
儀
挙
行
。

○
牧
瀬
参
事
官
講
話
。
商
業
学
校
講
堂
午
後
三
時
ヨ
リ
。

二
十
九
日　

金
曜　
【
無
記
入
】

三
十
日　

土
曜　
【
無
記
入
】

一
〇
四

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
３ 

（
明
治
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郎
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研
究
会
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七
月

一
日　

日
曜

午
后
六
時
ヨ
リ
、
勝
部
翁
古
稀
会
。
松
嵜
水
亭
。

七
月
二
日
〜
九
月
十
四
日　
【
無
記
入
】

九
月

十
五
日　

土
曜

午
前
八
時
発
汽
船
ニ
テ
出
発
。
郵
船
熊
本
丸
ニ
乗
込
ミ
、
午
后
八
時
、
境
出
帆
。

海
上
平
穏
。
夜
半
ヨ
リ
降
雨
。
敦
賀
上
陸
ノ
際
、
驟
雨
一
陣
。
後
漸
次
晴
。

十
六
日　

日
曜　

雨

午
前
十
時
敦
賀
着
、
上
陸
。
十
一
時
出
発
。
一
時
過
米
原
着
。
井
筒
屋
支
店
ニ
テ

昼
飯
。
二
時
五
十
分
出
発
。
五
時
名
古
屋
着
。
牧
氏
方
ニ
投
宿
。
向
坂
氏
来
訪
。

十
七
日　

月
曜　

雨

県
属
橋
本
氏
案
内
ニ
テ
、
午
前
、
高
等
工
業
学
校
并
県
立
工
業
学
校
参
観
。
午
后
、

第
一
中
学
ト
明
倫
中
学
并
博
物
館
参
館
。
帰
途
、
松
原
氏
訪
問
。
帰
宿
。

十
八
日　

火
曜　
（
旧
八
月
一
日
）　

稍
晴

午
前
八
時
十
三
分
名
古
屋
発
。
午
后
四
時
過
沼
津
着
。
車
ヲ
駆
テ
、
伏
牛
仙
洞
世

古
氏
ニ
投
宿
。

十
九
日　

水
曜　

晴

午
前
五
時
卅
分
沼
津
発
急
行
列
車
ニ
便
乗
。
同
九
時
、
新
橋
着
。
啓
次
郎
出
迎
。

電
車
ニ
テ
新
宿
角
筈
謙
一
郎
寓
所
ニ
投
宿
。

二
十
日　

木
曜　

晴

午
前
松
平
伯
訪
問
。
用
談
ヲ
為
シ
、
午
餐
ノ
饗
応
ニ
預
リ
、
知
事
ヲ
東
京
倶
楽
部

ニ
訪
モ
、
不
会
。
帰
途
、
五
二
会
ヲ
一
覧
。
了
テ
武
部
繁
氏
訪
問
。
帰
宿
。

二
十
一
日　

金
曜　

雨

午
前
知
事
ヲ
大
森
ノ
邸
ニ
訪
問
。
帰
途
、
品
川
ニ
テ
午
餐
。
夫
ヨ
リ
文
部
省
ニ
至

リ
、
木
邨
浅
井
両
氏
ニ
面
会
。
黄
昏
、
木
村
氏
ト
松
浦
氏
ヲ
望
遠
館
ニ
訪
問
。
鼎

坐
一
酌
、
久
闊
ヲ
叙
ス
。

二
十
二
日　

土
曜　

雨

午
前
八
時
、
知
事
ヲ
新
橋
ニ
見
送
リ
、
本
間
松
浦
ニ
モ
告
別
。
帰
途
、
高
等
工
業

学
校
参
観
。
浅
草
ニ
テ
昼
飯
。
夫
ヨ
リ
、
服
部
、
松
の
館
ニ
岡
氏
ヲ
訪
。
武
部
方

ニ
テ
夕
餐
。
帰
宿
。

二
十
三
日　

日
曜　

朝
曇
後
降
雨

午
后
、
謙
一
郎
夫
婦
ト
啓
次
郎
同
伴
、
散
歩
。
神
田
淡
路
町
江
木
ニ
テ
撮
影
前
、

神
田
鰻
屋
神
田
川
楼
ニ
テ
晩
餐
。
後
、
神
田
橋
詰
和
強
楽
堂
ニ
テ
聴
楽
。
帰
宿
。

二
十
四
日　

月
曜　

秋
季
皇
霊
祭　

快
晴

終
日
在
宿
。
午
后
啓
次
郎
ト
同
伴
。
十
二
社
公
園
ヲ
散
歩
。

二
十
五
日　

火
曜　

半
晴

午
前
七
時
十
五
分
新
宿
発
ニ
テ
、
仙
台
ニ
行
ク
。
五
時
着
。
倉
敷
福
太
郎
氏
寓
所

ニ
投
宿
。
夜
来
雨
ア
リ
。
冷
気
ヲ
覚
ユ
。

二
十
六
日　

水
曜　

午
前
雨

工
業
学
校
、
東
北
中
学
、
第
一
中
学
校
ヲ
参
観
ス
。
了
テ
散
歩
。
滝
川
氏
訪
問
。

歓
迎
小
酌
ヲ
催
サ
ル
。

二
十
七
日　

木
曜

午
前
仙
大
【
マ
マ
】
発
。
塩
竃
ニ
至
リ
、
舟
ヲ
艤
シ
、
松
島
ヲ
巡
覧
シ
テ
、
午
後

六
時
帰
仙
ス
。

二
十
八
日　

金
曜

午
前
七
時
発
、
帰
京
。

九
月
二
十
九
日
〜
十
月
四
日　
【
無
記
入
】

五
日　

金
曜　

晴

午
前
八
時
、
東
京
発
。
午
後
五
時
、
名
古
屋
着
。
牧
氏
方
ニ
投
宿
ス
。

一
〇
五

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
３ 

（
明
治
三
十
九
年
）（
渡
部
寛
一
郎
文
書
研
究
会
）

－ 124 －



六
日　

土
曜　

晴

午
前
八
時
、
名
古
屋
発
。
二
時
卅
七
分
大
坂
着
。
源
次
郎
方
ニ
投
宿
。

十
月
七
日
〜
十
二
月
三
十
一
日　
【
無
記
入
】

【
日
付
部
分
こ
こ
ま
で
】

【
以
下
、
メ
モ
用
紙
部
分
書
き
込
み
】

宍
道
高
等

四
年　

18

斐
伊
高
等
学
校　

　
　
　

惣
計　

287

四
年　

＝　

31

男30　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

＝　

31

男22

三
年　

　
　

53

男39　

前
年
比
較
＋10　

　

一
年　

＝　

52

男36　

167

農　

＝　

37　
　

商　

＝　

47　
　
　

染　

＝
女　

36　

120

高
等
教
員　

＝　

5　
　
　

実
教　

＝　

5

岡
田
道
太
郎

安
井
ミ
ツ

松
江

坂
田
ハ
ル

実宮
川
亥
之
助

宮
本
次
郎

森
山
多
一
郎

若
槻
ヱ
り

農錦
織
真
一
【
？
】

土
屋
貫
一

板
持
健
市

三
刀
屋
高
等　

惣
計137

＝
男
＝103

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

女
＝34

　

一
年
＝38

―26　
　
　
　

 

第
三
年
＝25

―20　

前
年
比
較　

＋7

　
　
　
　
　

女12　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

女5　
　
　
　

　

前
年
比
較　

－9　

 

　

二
年　

45　
―35　

　
　

 

第
四
年
＝29　
―22　

　
　
　

 

＋20

　
　
　
　
　
　

女10　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

女7

　

＋16

大
東
高
等
小
学
校　

　

四
年
＝42.　

女10.　

二
年
＝48.　

女10.

　

三
年
＝38.　

女8.　

 

一
年
＝40.　

女15.

海
潮
高
小
学
校

　
　
　
　

＝6.　
　
　

実
1　

2　
―20

　

実
三
年
＝5.　

　
　

一
年　

16

　

実
二
年　

8.　
　
　

実
四
年
＝8.　

　

男
五
七

　
○
訓
練
法
撮
要
上
下　

著
者　

佐
々
木
吉
三
郎　

人
格
論
ヲ
見
ル
ベ
シ

名
古
屋
【
見
開
き
右
頁
上
部
。
他
に
記
載
な
し
】

東
京
【
見
開
き
左
頁
上
部
。
他
に
記
載
な
し
】

⎭⎬⎫
⎭⎬⎫

⎭⎬⎫

一
〇
六

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
３ 

（
明
治
三
十
九
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工
業
学
校　

経
費
＝7.815.143

　

学
科　

金
工
＝　

原
料
費　

1308.　
　
　
　

生
徒
製
作
収
入　

550

　
　
　
　

木
刻
＝　

　
　
　
　

 662.　
　
　
　

147　
　
　

 

内　

金
＝78

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
金　

　
　
　
　

木
＝68

　
　
　
　

50.　
―　

170

　
　
　
　

25　
―　

5

倍

　
　
　
　

25　
―　

3

倍

　
　

　
　

認
可

台　

私
東
北
中
学
校

　
　

定
員
五
百
人　

現
員
＝479　

　
　
　
　

 
学
内
＝11

　
　

職
員
＝20

　
　
　
　
　
　
　
　

望
校
【
？
】
＝12　

　
　

 

県
費
補
助
＝2000

＋10120

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
費
惣
計
＝13054

　
　

県
立
高
等
女
学
校

仙　

市
立
東
花
女
学
校

　
　

私
立
東
北
学
院
普
通
部

　
　

第
一
中
学
校

　
　

私
立
松
操
女
学
校

　
　

東
北
女
職
業
学
校

　
【
塩

神
社
境
内
図
】

　
　
　

塩

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
塩　

　

中
国

北　
　
　
　

○
タ
ラ
ヨ
【
タ
ラ
ヨ
ウ
】　　

 

社
　
　

社
幣

　　
　
　
　

春
日
神
社　

別
格
官
幣

　
　
　
　

鹿
取
神
社　

大
社　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

日
時
計　

林
子
平
奉
納

日
時
計
、
大
凡
四
半
石
大
ノ
平
面
ニ
、
鉄
線
ヲ
南
北
ニ
﹇　

﹈【
図
参
照
】
ノ
形

一
〇
七

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
３ 

（
明
治
三
十
九
年
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部
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一
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文
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ニ
張
、
日
影
ヲ
計
リ
、
正
午
ヲ
定
ム
ル
工
夫
ナ
リ
。

 

松
嶋　

眺
望
最
好
ノ
処
ヲ
雁
金
森

4

4

4

ト
ス

○
御
島

4

4

ニ
至
ル
一
橋
ア
リ
。
渡
月
橋

4

4

4

ト
称
ス
。
島
ハ
瑞
巌
寺
ノ
所
有
ニ
シ
テ
、
目

下
豪
家
遠
藤
某
地
所
ヲ
借
用
シ
テ
、
別
荘
ト
為
ス
。
雄
島

4

4

ト
モ
書
ス
。
医
国
殿
ト

ス
ル
薬
師
堂
ア
リ
。
薬
師
ノ
大
像
ア
リ
。
字
【
慈
カ
】
覚
大
師
彫
刻
ナ
リ
ト
云
。

千
七
十
年
前
ノ
作
ナ
リ
ト
云
。
堂
守
ノ
住
所
ヲ
松
吟
庵

4

4

4

ト
云
。
各
種
碑
中
左
ノ
語

ア
リ
。

天
下
有
山
水
。
各
擅
一
方
美
。
衆
美
帰
松
洲
天
下
帯
山
水
。　

仙
台
僧
家　

南

山
道
人

芭
蕉
翁
碑

　

朝
よ
さ
を
誰
ま
つ
し
ま
そ
片
心

観
瀾
亭
内
屏
風
盤
【
磐
の
誤
り
】
溪
詩

　
　
　

遊
松
島
ノ
其
一

袁
【
原
文
は
遠
】
浦
潮
来
帆
影
飛　

霞
横
籬
島
夕
陽
微

幾
群
白
鷺
潔
於
雪　

粧
点
青
松
待
我
帰

　
　
　

其
二

江
山
縹
渺
入
仙
寰　

魂
遶
青
螺
萬
点
間

酒

茶
籃
倶
一
席　

秋
航
機
【
原
文
は
艤
】
在
蓼
花
湾　

　
　
　

其
三

風
帆
近
掠
岸
辺
松　

遙
見
群
巒
走
如
【
原
文
は
若
】
龍

幾
処
湾
崎
巧
交
代　

前
洲
纔
綻
後
洲
縫

　
　
　

其
四

補
綴
皇
媧
五
色
石　

萬
松
留
在
不
周
山

只
疑
地

天
崩
後　

闢
此
羣
仙
游
戯
寰

　
　
　

其
五

暁
来
白
雨
入
船
多　

奇
景
使
人
呼
若
何

潑
準

雲
包
月
去　

餘
光
落
海
砕
金
波

　
　
　

其
六

半
夜
津
楼
酒
未
消　

雄
洲
西
畔
試
逍
遙

繊
雲
不
動
天
心
月　

人
影
依
微
【
原
文
は
稀
】
度
島
橋　

　
　
　

七

月
搖
松
影
上
吟
衣　

石
径
高
低
歩
々
移

探
盡
雲
居
坐
禅
窟　

挑
灯
立
読
一
山
碑

　
　
　

其
八

一
島
纔
過
一
島
長　

双
橋
駕
処
履
秋
霜

曈
曈
日
上
金
花
外　

映
出
松
間
大
五
堂
【
五
大
堂
の
誤
り
。
原
文
同
じ
】

　
　
　

九

鱗
紋
竹
柵
繞
巌
扉　

渚
館
高
臨
観
月
磯　

昨
日
小
君
停
彩
鷁　

戯
沙
鳧
雁
有
光
暉　

　
　
　

十

海
門
中
断
望
東
灘　

依
約
天
橋
駕
碧
湾

十
里
行
松
青
一
帯　

白
沙
尽
処
是
円
山　

　
　
　

十
一

半
壁
天
開
峡
勢
孤　

群
螺
点
綴
小
仙
区　

新
毫
誰
借
倪
黄
手　

画
做
扇
頭
平
遠
図　

　
　
　

十
二

蘇
公
赤
壁
遊
前
後　

七
月
残
炎
十
月
寒　

何
似
高
秋
三
五
夜　

泛
舟
松
島
月
中
看　

一
〇
八

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
３ 

（
明
治
三
十
九
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【
こ
の
屏
風
は
現
在
宮
城
県
松
島
町
松
島
博
物
館
（
観
瀾
亭
に
併
設
）
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
松
島
町
教
育
委
員
会
米
城
百
合
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
り
、
難
読
の
部
分

が
解
決
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
詩
は
、
江
戸
時
代
後
期
か

ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
漢
学
者
、
大
槻
磐
渓
の
作
品
で
、
そ
の
著
『
塩
松
紀

游
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
】

宮
城
県
農
況　

第
二
回
報
告　

0,73

作　

第
一
回
報
告
ヨ
リ
減　

1,65

岩
手
、
福
島
両
県
農
況

　

大
凡
ソ1,80

作　

欲
為
刻
文
策
【
？
】
寸
功
、
下
帷
寄
跡
鉄
【
？
】
東
、

一
時
蹉
跌　

光
命
【
？
】、

由
来
世
事
如
児
戯　

名
説
窮
通
怨
碧
翁

人
生
窮
達
君
休
問　

萬
事
由
来
是
塞
翁

右
和
半
農
半
仙
兄
見
寄
韵
却
呈

【
以
下
明
治
四
十
年
漢
詩
】

　

丁
未
二
月　

東
湖
養
生
館
雑
詠
二
首

詩　
　
　

其
一　

　

中　
　
　

湧
且

臨
湖
築
得
養
生
楼
、
好
有
霊
泉
繞
檻
流

　
　
　
　
　
　
　
　

人
寰
此
処
倶
【
？
】
足
【
？
】

浴
後
呼
盃
々
後
睡　

淹
留
数
日
儘
優
遊

　
　
　
　
　
　
　
イ
キ
優
遊
身

在
仙
洲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
適
好
忘
憂

　
　
　
　

其
二

　
　
　
　

徒

淹
留
数
日
儘
優
遊
、
起
臥
無
時
人
在
楼
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

好

斯
境
不
唯
山
水
美
、
霊
湯
一
浴
良
消
憂

四
十
年
二
月　

　
　

丁
未
二
月
東
郷
養
生
館
雑
詠
二
首

詩　
　
　
　
　

其
一

得
閑
来
宿
養
生
楼　

起
臥
無
時
儘
自
由

浴
後
呼
杯
々
後
睡　

波
光
巒
影
夢
悠
々

　
　
　
　
　

其
二

風
□
□
□　

　
　
　

剰

此
郷
風
物
絶
囂
塵　

況
有
温
泉
最
適
身　

鶴
湖
勝
景

春
服
未
成
冠
者
少　

乗
閑
独
作
浴
沂
人　

　
　
　
　
　

其
三
【
以
下
中
断
カ
】

【
以
下
明
治
四
十
二
年
松
島
再
訪
の
メ
モ
】

四
十
二
年
五
月
十
二
日
松
島
再
遊
備
忘

松
島
瑞
巌
円
福
禅
寺
碑
寺
ノ
中
門
前
ニ
在
リ
、
右
大
臣

従
一
位
大
勲
位
岩
倉
具
視
公
篆
額
。
宮
内
大
輔
従
四
位
勲

四
等
杦
孫
七
郎
撰
文
、
内
閣
大
書
記
官
従
五
位
勲
五
等

金
井
之
恭
書　

明
治
十
五
年
十
一
月

按
旧
記
、
此
寺
旧
称
松
島
寺
、
承
和
中
天
台
宗
僧
慈4

覚
所
創
。
歴
四
百
餘
年
、
鎌

一
〇
九

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
３ 

（
明
治
三
十
九
年
）（
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部
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一
郎
文
書
研
究
会
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倉
執
権
北
条
時
頼
逐
台
徒
、
使
禅
僧
法
永

4

4

住
持
、
更
名
円
福
寺
、
為
臨
済
開
祖
、

又
三
百
餘
年
仙
台
藩
主
伊
達
政
宗
拓
其
境
而
改
造
之
、
冒
以
瑞
巌
二
字
云
、
…
…

中
略

政
宗
之
改
造
此
寺
、
特
飾
一
室
、
極
其
美
麗
、
人
不
知
其
故
、
遂
莫
敢
居
者
、
至

此
是
奉
以
為
御
坐
、
云
々

　

備
考
明
治
九
年
六
月
車
駕
東
北
巡
幸
ノ
際
其
一
室
ヲ

　

御
坐
ニ
当
ツ
ト
云

【
メ
モ
部
分
は
以
下
白
紙
】

【
手
帳
付
録
住
所
録
部
分
】

　

 

◎
宿
所
録

四
谷
区
元

ケ
橋
町
五
八　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
伯

牛
込
加
賀
町
二
丁
め
二
一　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
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【手帳付録会計簿部分 1】

月日 摘要 入金 出金

三月七日 松江宍道舟賃 23

〃 手拭一 050

五月主人雑控

二日 060

三日 060

九日 髪剃代 030

十日 入浴賃 040

〃 皆員列車賃 100

小計 290

十四日 入浴髪剃代 080

十六日 同上 030

廿日 同上 080

廿四 同上 080

廿九 斬髪 070

31 050

計 390

通計 680

【手帳付録会計簿部分 2】
九月拾五日出京ノ際

月日 摘要 入金 出金

持出 141,350

9　15 境迄舟賃 265

〃 髪剃賃 040

〃 境宿払 460

〃 同茶代女中共 700

〃 敦賀迄舟賃 6680

〃 按摩賃 100

〃 西洋手拭 100

9　16 敦賀ニテ車賃 130

〃 同地茶代并千代へ 280

〃 新橋迄汽車賃 6620

〃 弁当代米原ニテ茶代共 500

〃 米原下女ヨシ 100

〃 袱紗代 1400

〃 名古屋車代 980

〃 　下女 500

小計

【手帳付録会計簿部分 3】

月日 摘要 入金 出金

9　18 車中弁当代 0.280

〃 沼津宿払 1.850

〃 茶代 0.500

〃 女中三人 0.600

9　19 東京電報 0.200

〃 急行列車券 0.600

〃 車中弁当代 0.400

〃 松江電報 0.200

〃 電車賃 0.090

車賃 0.090

×

9　22 岡君ニ渡 17.500

〃　23 啓次郎本月分 15.000

〃 写真代并昼食代 6.000

御買物計 10.000

【手帳付録会計簿部分 4】

月日 摘要 入金 出金

9　24 深雪殿渡 10000

仙台往来賃 9000

独身写真場 2600

9　30 深雪殿渡 15000
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Reprint ; Diary of Watanabe Kanichirou: 1906

Research Project on Works of Watanabe Kanichirou

〔 A b s t r a c t 〕

　Watanabe Kanichirou （1854－1938） was an infl uential educator in Shimane prefecture and　
the head of the society in support of Wakatsuki Reijirou （Kokudoukai）. Here we transcribe 
his diary written on 1906. Through this diary we can perceive how he as the principal of 
Shudokan school devoted himself to develop his school and made relationship with important 
persons of educational society and statesmen and beaurocrats. This diary also recorded 
Kanichirou’s works of Kanshi （Chinese-style poetry）.

Keywords: Watanabe Kanichirou, education, Meiji era, Kanshi
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